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笑顔になれるお化粧の力
　「年齢を問わず自然と笑顔になることができる、お化粧の持つ
不思議な力にあらためて気づきました」そう語るのは、（株）ファ
ンケル（横浜市中区）の社会貢献活動“ファンケルセミナー”を担
当する橋本靖子さん。「お化粧をした途端、杖を手放し、姿勢を
正して歩き始めたおばあちゃん。おさげの髪を初めてほどき、鏡
を見つめて微笑む高校生。大人びた娘の姿に喜ぶ保護者の皆さん。
福祉施設や特別支援学校等での身だしなみ講座を通して、私が笑
顔をもらっています」と活動を振り返る。 【関連記事12面】

02　特集　 急がれる民生委員児童委員の活動しやすい
環境づくり

04　
　　・児童養護施設等を巣立った子どもたちのその後
　　・ 「障害者権利条約」を批准
06　私のおすすめ
　　 神奈川の魅力を再発見！「らくたび」を使って休日

を楽しもう
07　福祉最前線　（一社）神奈川県商工会議所連合会
08　連載　「社会的孤立」とは何か（第５回）
10　県社協のひろば
　　第37回県福祉作文コンクール表彰式開催報告
12　かながわ 情報
　　（株）ファンケル／三菱電機（株）
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地
域
に
お
け
る
民
生
委
員
児
童

委
員
活
動
に
求
め
ら
れ
る
も
の

　
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
や
、
地
域
で
の

住
民
同
士
の
つ
な
が
り
の
希
薄
化
、
さ
ら

に
は
家
族
機
能
の
脆
弱
化
な
ど
に
よ
り
、

地
域
社
会
か
ら
の
孤
立
や
経
済
的
困
窮
者

の
増
加
な
ど
を
背
景
に
、
平
成
25
年
12
月

に
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
」
が
成
立

し
ま
し
た
。

　
こ
の
新
た
な
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制

度
で
は
、
複
合
的
な
課
題
を
抱
え
る
生
活

困
窮
者
の
個
々
の
事
情
と
段
階
に
応
じ

て
、
地
域
を
基
盤
に
さ
ま
ざ
ま
な
関
係
機

関
・
団
体
が
連
携
し
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
な
ど
、
自
立
に
向
け
た
支
援
が
早
期

に
か
つ
継
続
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
新
た
な
生
活
困
窮
者
の
支

援
の
仕
組
み
づ
く
り
に
は
、
個
々
の
ニ
ー

ズ
を
適
宜
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
地
域
で
住
民
の
生
活
上
の

課
題
へ
の
支
援
を
役
割
と
す
る
民
生
委
員

児
童
委
員
へ
の
期
待
が
よ
り
高
ま
っ
て
き

て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の

主
な
活
動
と
は

　
そ
れ
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
状

況
は
ど
の
よ
う
な
内
容
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
24
年
度
に
実
施
さ
れ
た
全
国
民
生

委
員
児
童
委
員
連
合
会
の
「
法
定
単
位
民

生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
調
査
」
の
結
果

を
神
奈
川
県
民
児
協
が（
※
）ま
と
め
た
状

況
（
政
令
指
定
都
市
を
除
く
）で
は
次
の

よ
う
に
な
り
ま
す
。

※ 

本
文
中
、「
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会
」を

「
民
児
協
」と
表
記
し
て
い
ま
す

■
区
域
担
当
の
民
生
委
員
児
童
委
員

　
年
齢
は
60
歳
代
が
最
も
多
く
、
女
性
委

員
が
約
７
割
で
す
。

　
ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
任
期
は

一
期
３
年
、
再
任
も
可
能
で
す
。
本
調
査

で
は
、
二
期
未
満
の
委
員
が
６
割
以
上
と

な
っ
て
い
ま
す
。【
グ
ラ
フ
】

■
１
カ
月
の
平
均
活
動
日
数
13
日

　
民
生
委
員
児
童
委
員
と
し
て
、
担
当
区

域
の
要
支
援
住
民
へ
の
個
別
訪
問
や
相
談

支
援
、
何
げ
な
い
毎
日
の
様
子
を
気
に
掛

け
る
こ
と
も
含
め
た
見
守
り
活
動
な
ど
の

ほ
か
、
地
区
民
児
協
と
し
て
の
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
や
未
就
学
児
の
親
子
を
対
象
と

し
た
サ
ロ
ン
活
動
、
通
学
路
見
守
り
等
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
24
年
度
の
県
域
（
政
令
指

定
都
市
・
中
核
市
を
除
く
）
の
民
生
委
員

児
童
委
員
を
対
象
と
し
た
活
動
報
告
で

は
、
相
談
・
支
援
件
数
の
総
数
は
８
万
３

２
１
０
件
。
分
野
別
で
は
高
齢
者
に
関
す

る
こ
と
が
４
万
８
５
６
４
件
で
過
半
数
を

占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
報
告
に
お
い
て
、

委
員
の
活
動
日
数
総
数
は
60
万
８
６
０
３

日
、
委
員
一
人
あ
た
り
の
月
平
均
活
動
日

数
は
約
13
日
と
な
り
ま
す
。

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の
必
要

　
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
相
談
支
援
や

見
守
り
活
動
等
の
個
別
支
援
と
、
子
育
て

中
の
親
子
を
対
象
と
し
た
「
子
育
て
サ
ロ

ン
」
な
ど
の
地
域
活
動
、
さ
ら
に
は
行
政

機
関
等
か
ら
の
個
別
調
査
の
依
頼
、
ま
た

災
害
時
の
要
支
援
者
へ
の
支
援
活
動
等
、

そ
の
活
動
範
囲
は
拡
大
し
て
き
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
自
治
体
等
で
の
過
度
な
個

人
情
報
保
護
へ
の
対
応
な
ど
、
民
生
委
員

児
童
委
員
が
個
別
の
相
談
支
援
等
に
必
要

な
情
報
が
得
ら
れ
に
く
く
な
っ
て
き
て
い

る
状
況
な
ど
、
地
域
で
の
委
員
活
動
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

出
て
き
て
い
ま
す
。

　
本
会
で
は
、
民
生
委
員
児
童
委
員
部
会

に
お
い
て
、
平
成
23
・
24
年
度
の
２
カ
年

に
わ
た
り
、
地
域
に
お
い
て
民
生
委
員
児

童
委
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
の

た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
方
策
が
必
要
な
の

か
に
つ
い
て
検
討
し
、
そ
の
結
果
を
次
の

よ
う
な
視
点
で
ま
と
め
ま
し
た
。

特
集

　
地
域
に
お
け
る
生
活
困
窮
者
支
援
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
地
域
住
民
の
相
談
支
援
・
見
守
り
等
の
個
別
支
援
が
主
た
る
役
割
と

な
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
の
一
つ
に
、
こ
の
10
年

間
で
民
生
委
員
児
童
委
員
の
確
保
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
を
受
け
、
本
会
民
生

委
員
児
童
委
員
部
会
で
は
、平
成
23
年
度
か
ら
、担
い
手
の
確
保
が
困
難
な
一
因
と
さ
れ
て
い
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の
「
負
担
」

軽
減
の
あ
り
方
や
、
地
域
福
祉
推
進
に
お
け
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の
役
割
等
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
平
成
25
年
12
月
に
実
施
さ
れ
た
民
生
委
員
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改
選
の
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
に
向
け
た
取
り

組
み
の
課
題
等
に
つ
い
て
ま
と
め
ま
す
。

急
が
れ
る
民
生
委
員
児
童
委
員
の

 

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

【グラフ】民生委員児童委員（区
域担当）の経験任期数の状況

＊ 割合は四捨五入して表記したため
合計は100になりません

1期以下
38.7％

2期
27.9％

3期
16.1％

4期 9.0％
5期以上 8.2％
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＊「平成23年度民生委員児童委員活動記録」から本県の活動日数を本会積算

96
・
２
%
か
ら
95
・
７
% 

へ
と
、
若
干
の

減
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
本
県
で
は
民
生
委
員
児
童
委
員

の
活
動
し
や
す
い
環
境
整
備
の
一
環
と
し

て
、
周
囲
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
も
負

担
と
な
る
た
め
、
欠
員
と
な
る
地
域
を
な

く
す
よ
う
市
町
村
に
働
き
か
け
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
県
域
で
の
定
数
の
充
足
率

は
前
回
よ
り
多
少
改
善
し
ま
し
た
。
政
令

指
定
都
市
・
中
核
市
は
、
前
回
よ
り
や
や

下
が
っ
た
も
の
の
、
ほ
ぼ
前
回
と
同
様
の

結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
民
生

委
員
児
童
委
員
の
年
齢
要
件
の
緩
和
や
、

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を
捉
え
て
、
自
治
会
・

町
内
会
等
に
民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
を

説
明
し
、
そ
の
候
補
者
の
選
出
を
丁
寧
に

依
頼
し
て
い
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
一
方
で
、
県
域
で
は
35
・
０
％
近
く
の

委
員
が
交
代
し
、
新
任
委
員
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
活
動
の
継
続
性
や
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
資
質
の
向
上
が
課

題
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　
今
後
、
地
域
に
お
け
る
個
別
支
援
が
重

要
と
な
る
中
、
民
生
委
員
児
童
委
員
が
ど

の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
か
、
ま
た
支
援

対
象
者
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
く
か
、

関
係
機
関・団
体
と
と
も
に
あ
ら
た
め
て
、

協
議
し
、
よ
り
一
層
の
連
携
・
協
働
を
す

す
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

 

（
生
活
支
援
担
当
）

① 

関
係
機
関
・
団
体
を
は
じ
め
地
域
住
民

に
も
、
民
生
委
員
児
童
委
員
や
民
児
協

活
動
が
理
解
さ
れ
、
個
人
情
報
の
提
供

等
の
協
力
が
ス
ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に

さ
ま
ざ
ま
な
機
会
や
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
た
周
知
活
動
の
強
化
を
図
る

② 

日
常
生
活
圏
域
で
民
生
委
員
児
童
委
員

と
連
携
が
と
れ
る
よ
う
な
地
域
福
祉
推

進
の
た
め
の
人
材
の
育
成
や
確
保

③ 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
相
談
支
援
や
見

守
り
活
動
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
地

域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

④ 

日
常
の
個
別
支
援
活
動
や
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
等
と
の
か
か
わ
り
を
も
と

に
、
災
害
時
の
要
援
護
者
等
の
支
援
方

策
づ
く
り

⑤ 

民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手
の
確
保

に
向
け
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
推
薦

や
選
出
の
あ
り
方
の
見
直
し

　
本
報
告
書
を
市
区
町
村
等
の
行
政
機
関

や
社
協
等
に
配
布
し
、
民
生
委
員
児
童
委

員
活
動
の
課
題
解
決
に
向
け
た
方
策
等
を

提
案
す
る
と
と
も
に
、併
せ
て
市
区
町
村・

地
区
民
児
協
に
も
、
民
児
協
自
身
も
活
動

を
円
滑
に
進
め
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
提
案
し
ま
し
た
。

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の

環
境
整
備
の
継
続
の
必
要

　
平
成
25
年
12
月
の
一
斉
改
選
は
、
担
い

手
が
確
保
で
き
な
い
、
い
わ
ゆ
る
欠
員
が

大
幅
に
増
え
た
前
回
の
平
成
22
年
に
比
べ

る
と
、
県
内
全
体
の
定
数
の
充
足
率
は

　各民生委員児童委員協議会は、昨年
12月の一斉改選により新たな仲間を
迎えました。
　民生委員児童委員（主任児童委員）は、地域住民の一
人として地域から推薦され、自主的・主体的に地域を基
盤として住民福祉を推進する担い手です。昨今の社会動
向は、民生委員法及び児童福祉法に基づく「制度化され
たボランティア（委嘱型ボランティア）」である民生委
員児童委員（主任児童委員）活動への期待が増幅されて
います。民生委員児童委員（主任児童委員）活動の基本
姿勢は、「住民の立場」に立って、地域住民の日常生活（生
活課題）と向き合うことであり、これを基軸として展開
される地域福祉活動です。
　今日的課題として、民生委員児童委員（主任児童委員）
活動が依拠すべき「住民性」「自主性・主体性」の担保
と時間的・物理的負担感の軽減を図るための取り組みが
必要です。
　「地域住民と地域の必要」に応えることを基本とした
活動を進めるための環境を整えることが、新任の仲間を
迎えるに際して民生委員児童委員協議会に求められてい
ます。

桜美林大学
教授　　大溝　茂

個別支援
★ 定例会の前に一人暮らしの高齢者宅をちょっと
訪問。元気にしてるかな？
★ 夕方電話がかかってきた。行政の福祉サービス
を使いたいという相談があった。明日、市役所
の担当者に問い合わせてみよう。
★ 児童相談所から見守りを依頼されている親子を
訪問。母親の気持ちをじっくり傾聴。
★ 外出からの帰りに、先日訪問した一人暮らし高
齢者宅に立ち寄った。
★ 生活が困窮している母子家庭の世帯を訪問し
た。社協に行った。
★ 障害のある子どもの学校への送り迎えの相談が
あった。地域のボランティアにどうつなげよう
か。地区民児協会長に報告し、相談した。

会議・研修
★ 市町村の民児協定例会では連絡
事項、県の行事への出席者を決
める・市の福祉行事の役割決め
など盛りだくさんだった。

★ 地区民児協定例会で連絡事項の
ほか、住民から受けた相談への
対応方法について意見交換した。

★ 学校や警察などと防犯活動の打
ち合わせをした。

★ 県民児協主催の研修会に出席し
た。他市町村の民生委員児童委
員と情報交換して、自分の地域
のことが一層分かってきた。

地域の活動
★ 地区の自治会定例会に参加した。福祉関係の行
事について説明した。

★ 子どもたちの下校時間に防犯パトロールの協力
をした。

★ 自治会と福祉まつりの打ち合わせに参加した。
★ 主任児童委員と一緒に、子育てサロンに参加し
た。若いお母さんたちと一緒に過ごした。

★ 市から依頼されて一人暮らし高齢者の実態調査
のために地域の対象者を訪問した。今日だけで
は終わらない…。

★ 福祉まつり当日は民児協
　総動員で「昔遊びひろば」
　を実施し、活動をPRした。

相談・支援件数：平均２日／１カ月 　　　　　　　個別支援以外の活動：平均11日／１カ月

ある民生委員児童委員の１カ月間（平均活動日数13日／１カ月）
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子
ど
も
の
将
来
が
そ
の
生
ま
れ
育
っ

た
環
境
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
こ
と
の

な
い
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
本
年

１
月
に
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
で
は
、都
道
府
県
に
よ
る「
子

ど
も
の
貧
困
対
策
計
画
」
策
定
の
努
力

義
務
が
課
さ
れ
ま
す
。
教
育
・
生
活
・

就
労
・
経
済
的
支
援
な
ど
、
今
後
の
具

体
的
な
公
的
支
援
の
仕
組
み
づ
く
り
に

注
目
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

災
害
や
事
故
、
親
の
離
婚
や
病
気
、

不
適
切
な
養
育
を
受
け
て
い
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
の
養

育
が
困
難
な
子
ど
も
た
ち
へ
の
公
的
支

援
の
一
つ
に
、
児
童
養
護
施
設
が
あ
り

ま
す
。
施
設
で
生
活
す
る
子
ど
も
た
ち

が
中
学
校
を
卒
業
後
、
ま
た
は
高
校
を

中
退
後
に
就
職
を
選
ん
だ
場
合
、
施
設

を
退
所
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
若
者
た

ち
へ
の
継
続
し
た
見
守
り
・
支
援
の
課

題
が
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
神
奈
川
県
児
童
福
祉
施
設
職

員
研
究
会
（
以
下
、「
神
児
研
」）
で
は
、

平
成
24
年
５
月
に
県
内
の
児
童
養
護
施

設
を
対
象
と
し
た
施
設
退
所
者
の
追
跡

調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
を
小
冊
子
に

ま
と
め
ま
し
た
。

公
的
支
援
の
仕
組
み
か
ら
遠
ざ
か
る

「
不
明
ケ
ー
ス
」の
把
握
を

　

調
査
は
、
神
児
研
に
加
入
す
る
児
童

養
護
施
設
・
児
童
自
立
支
援
施
設
・
情

緒
障
害
児
短
期
治
療
施
設
・
自
立
援
助

ホ
ー
ム
で
生
活
し
、
就
労
自
立
を
目
的

に
退
所
し
た
児
童
の
う
ち
、「
退
所
先

が
家
庭
（
親
類
含
む
）
で
は
な
い
」「
退

所
年
齢
15
歳
以
上
」「
平
成
18
～
22
年

度
の
退
所
者
」を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

　

所
在
不
明
に
な
り
調
査
票
を
送
る
こ

と
の
で
き
な
い
児
童
な
ど
「
不
明
ケ
ー

ス
」
の
現
状
を
把
握
す
る
た
め
、
施
設

職
員
に
回
答
を
求
め
た
こ
と
が
、
今
回

の
調
査
の
特
徴
で
す
。（
調
査
対
象
児

童
数
３
６
９
人
、
施
設
職
員
に
よ
る
回

答
率
１
０
０
％
）

「
18
歳
未
満
退
所
児
童
」に
際
立
つ

社
会
的
自
立
の
難
し
さ

　

調
査
結
果
の
う
ち
、
退
所
者
の
住
ま

い
【
グ
ラ
フ
１
】
を
見
る
と
、
社
員
寮

等
の
就
業
関
係
か
ら
、「
親
・
親
族
」「
友

人
・
交
際
相
手
」
な
ど
へ
移
行
し
、「
居

住
先
不
明
」
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
分
か
り
ま
す
。
一
方
、
職
業
【
グ
ラ

フ
２
】
で
は
、
退
所
直
後
は
「
飲
食
」

「
工
場
関
係
」
が
多
く
、
年
月
が
経
つ

と
「
職
業
不
明
」「
無
職
」「
生
活
保
護
」

「
水
商
売
」
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
ま
い
や
就
労
状
況
を
把
握

し
て
い
な
い
「
不
明
ケ
ー
ス
」
で
は
、

女
性
に
占
め
る
割
合
が
高
く
、
特
に
18

歳
未
満
で
退
所
し
た
児
童
に
多
い
こ
と

が
分
か
り
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
か
ら
、
退
所
後
の
生
活
を

応
援
で
き
る
場
を
つ
く
る
こ
と
、
進
学

や
就
職
を
見
据
え
た
支
援
を
施
設
入
所

時
か
ら
手
厚
く
行
っ
て
い
く
必
要
性
が

あ
ら
た
め
て
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
を
踏
ま
え
、
本
年
度
、
神

児
研
で
は
「
施
設
の
リ
ー
ビ
ン
グ
ケ
ア

と
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
の
実
態
と
提
言
」
と

題
し
た
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

退
所
後
の
生
活
に
円
滑
に
移
行
す
る

た
め
に
、
社
会
生
活
で
必
要
な
生
活
技

術
を
身
に
つ
け
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
実

際
に
自
立
し
た
生
活
体
験
を
積
む
な
ど

の
リ
ー
ビ
ン
グ
ケ
ア
、
退
所
後
の
ア
フ

タ
ー
ケ
ア
に
つ
い
て
、
県
内
の
児
童
養

護
施
設
等
の
行
っ
て
い
る
自
立
支
援
を

ま
と
め
、
今
後
あ
る
べ
き
支
援
の
あ
り

方
を
ま
と
め
て
い
く
予
定
で
す
。

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）
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45
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■退所時　■調査時■退所時　■調査時

職
員
寮

住
み
込
み
・

会
社
寮
・

一
人
暮
ら
し

マ
ン
シ
ョ
ン
・

ア
パ
ー
ト
・

居
住
不
明

交
際
相
手
宅

友
人
・

親
類
宅

親
・

結
婚

配
偶
者
宅
・

飲
食

工
場
関
係

販
売

サ
ー
ビ
ス
業

職
業
不
明

無
職

生
活
保
護

水
商
売

結
婚

専
業
主
婦
・

0

10

20

30

40

50

60

50

7

38

26

（人） （人）

児
童
養
護
施
設
等
を
巣
立
っ

た
子
ど
も
た
ち
の
そ
の
後

｜
神
児
研「
神
奈
川
県
児
童
養
護

施
設
等
退
所
者
追
跡
調
査
結
果
の

概
要
」発
行

※神児研「神奈川県児童養護施設等退所者追跡調査結果の概要」より、増減幅が大きいものを抜粋して本会作成

【グラフ１】住まいの変化【グラフ２】職業の変化

※�本報告書は本会ホームページ
（http://www.knsyk.jp）に掲載
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１
月
20
日（
現
地
時
間
）ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
に
お
い
て
、
わ
が
国
は
「
障
害
者
の

権
利
に
関
す
る
条
約
」
の
批
准
書
を
国

連
に
寄
託
し
、
正
式
に
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
年
２
月
19
日
か

ら
、
本
条
約
は
国
内
で
効
力
を
生
ず
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
12
月
に
国
連
総
会
で
採
択

さ
れ
た
本
条
約
に
つ
い
て
、
わ
が
国
は

翌
年
９
月
に
署
名
し
、
こ
れ
ま
で
国
内

法
令
の
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
条

約
の
批
准
に
よ
り
、「
障
害
に
基
づ
く

あ
ら
ゆ
る
差
別
（
合
理
的
配
慮
の
否
定

※
を
含
む
）
の
禁
止
」「
障
害
者
の
社

会
へ
の
参
加
・
包
容
の
促
進
」「
条
約

の
実
施
を
監
視
す
る
枠
組
み
の
設
置
」

等
が
義
務
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
人

権
尊
重
に
つ
い
て
の
国
際
協
力
を
推
進

し
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
条
約
の
批
准
と
国
内
の
政
策
課

題
の
検
討
・
提
言
を
積
極
的
に
進
め
て

き
た
、
全
国
レ
ベ
ル
の
障
害
団
体
を
中

心
に
組
織
す
る
「
日
本
障
害
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
Ｊ
Ｄ
Ｆ
）」
代
表
の
嵐
谷
安
雄
さ

ん
は
、
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て

「
条
約
は
障
害
の
あ
る
人
と
社
会
と
の

関
係
に
関
す
る
新
た
な
国
際
規
範
で
あ

り
、
制
定
過
程
で
繰
り
返
さ
れ
た
『
私

た
ち
抜
き
に
私
た
ち
の
こ
と
を
決
め
な

い
で
』
の
精
神
と
と
も
に
、
か
け
が
え

の
な
い
価
値
を
も
つ
も
の
。
今
後
は
万

人
が
住
み
や
す
い
社
会
の
実
現
に
向
け

て
、
内
外
の
関
係
者
と
の
絆
を
さ
ら
に

強
め
、
条
約
の
高
い
レ
ベ
ル
で
の
実
施

を
目
指
し
て
い
く
決
意
で
す
」
と
、
今

後
の
さ
ら
な
る
取
り
組
み
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

2013年12月26日～2014年1月29日

京浜警備保障株式会社

本　　社　　〒221-0056　横浜市神奈川区金港町5番地10 金港ビル4Ｆ内
　　　　　　　　　　　（045）461－0101 代表　 FAX（045）441－1527

岡 本 誠 一 郎代表取締役社長

一般家庭から大型ビルまで
最新のエレクトロ技術によ
り安心と安全を提供します。
防犯カメラや新型ＡＥＤも
取扱っております。

● 生活支援ロボット研究・普及拠点「湘南
ロボケアセンター」開所
　12月26日、県が生活支援ロボットの研究開発・
普及啓発拠点として整備を進めていた「湘南ロ
ボケアセンター」が藤沢市内に開設された。
　運営はロボットスーツHAL（ハル）を研究・開
発・製造するサイバーダイン（株）の子会社。最
先端の介護ロボットを体験利用できるほか、デ
イサービス等の介護保険事業にも取り組む予定。

●川崎市「待機児童ゼロ対策室」新設
　認可保育所の効果的な整備や認可外保育事業
のさらなる充実など、待機児童解消に向けた取
り組みを推進するため、川崎市は１月１日付で
「待機児童ゼロ対策室」を設置した。併せて各
区役所保健福祉センター児童家庭課と川崎区の
地区健康福祉ステーションに担当係長を置き、
連携を進めていく方針。

● ひとり親家庭支援施策「父子家庭への支
援拡大」へ
　１月20日、厚労省「第７回ひとり親家庭への
支援施策の在り方に関する専門委員会」が開催
された。母子及び寡婦福祉法の改正事項案とし
て、法律名等の改称や母子福祉資金貸付等の対
象拡大など、父子家庭支援の推進に向けた対応
について協議が進められた。

●医療・介護の一体的経営を検討
　首相官邸で１月20日、「産業競争力会議」が
開かれた。民間投資を喚起する成長戦略に向け
て、医療・介護分野では、複数の医療法人や社
会福祉法人等を社員総会等を通じて統括し、一
体的な経営を可能とする「非営利ホールディン
グカンパニー型法人制度（仮称）」の創設等が
提案された。経営の効率化・高度化、受け皿不
足となっている回復期病床数等を増やし、在宅
医療・介護分野の機能分化を進めるのがねらい。

「
障
害
者
権
利
条
約
」を
批
准

※ 

過
度
の
負
担
で
は
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
障
害

者
の
権
利
の
確
保
の
た
め
に
必
要
・
適
当
な
調
整

等
（
例
：
ス
ロ
ー
プ
の
設
置
）
を
行
わ
な
い
こ
と



❖ 分かりやすいデザインで簡単検索
　「らくたび」では、県内490カ所程度の観光施設・宿
泊施設などのバリアフリー情報を簡単に知ることがで
きます。どこに出かけようか迷っているときには「観
光情報検索」が優れもの。バリアフリーの設備状況、
レジャー施設や美術館などの「ジャンル」、県内６地
区の「エリア」検索が可能です。

　行き先が決まったら「バリアフリーマップ」で、観
光施設の周辺の状況も併せてチェックしておきましょ
う。各施設の写真や説明のほかに、バリアフリーの内
容が「バリアフリーポイント」としてまとめてあるの
で、とっても便利です。「やさしい交通情報」として、
駅のエレベーターなどのバリアフリー情報も一目瞭
然。ここまで調べたら出かけるしかありませんね！

❖ 充実のモデルコース
　障害当事者の方が実際に訪問してつくられた、５つ
のモデルコースが紹介されています。
　そこで今回はお試しで、「みなとみらい散策コース
（半日コース）」をぶらっとしてきました。このコース
は、横浜大さん橋をスタートし、カップヌードルミュー
ジアム、横浜ランドマークタワー等を楽しめます。

　「らくたび」のバリアフリー情報を活用して、神奈
川の魅力を見つけてみてください。

6

神奈川の魅力を再発見！
 「らくたび」を使って休日を楽しもう
　「今度のお休み、神奈川に遊びに行きたいな。ど
こか案内してくれない？」そんな声を掛けられたこ
とはありませんか。日々の生活をリフレッシュさ
せてくれる休日、たっぷりと楽しみたいものです。
　そこで今回は、県観光課制作のウェブサイト「か
ながわ バリアフリーの旅・らくたび」（以下、「ら
くたび」）を紹介します。上手に活用すれば、休
日の小旅行や観光名所のご案内にも役に立ちます。

　通称KILC（キルク）。1997年4月設立。障害者の自立生
活を目指してピアカウンセリング（障害者による相談事業）
や各種情報提供、障害者施策の研究・提言など障害当事者
の目線で共生社会の実現を目指した活動を展開。現在、厚木・
平塚等４カ所の事業所で活動中。
＜連絡先＞〔法人本部〕厚木市愛甲1-7-6
　　　　　　☎046-247-7503　 FAX046-247-7508
　　 　　　  URL　http://www.kilc.org
　  　　　　 E-mail　info@kilc.org
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❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ ❖ 

今月は
⇨ （Ｎ）神奈川県障害者自立生活支援センター

がお伝えします!

■「かながわ バリアフリーの旅・らくたび」
URL http: //kanatabi.pref.kanagawa-kanko.jp/rakutabi/index
問合先：県産業労働局 観光商業部 観光課
☎045-210-5765　FAX045-210-8870

インフォメーション

♪ モデルコースにはありませんが、横浜港を一
望できる、県庁本庁舎展望台からのスタート
もおすすめです。ほぼ360度の展望でコース全
体を見渡せて満足
♪ 大さん橋のスロープは、車いすにはちょっとき
ついけど、定期的にいろいろなイベントが開
催されているとのこと。また来てみようかな
♪ 海を右手に見ながら、赤レンガ倉庫を抜けて
カップヌードルミュージアムへ。予約すると、
世界に一つだけの「マイカップヌードル」が作れるそうです。ゆっくり６
時間余りの小旅行。ホームページのおかげで、大満足の冬の一日でした。

「バリアフリー」検索では、車いす利用者
に配慮したトイレ・駐車場など（７項目）の
ある施設が表示されます
（画面は本年１月末日現在）

バリアフリー情報が地図上
に表示されます。特にトイ
レの情報は必須ですね

カテゴリを選んでクリックする
と検索結果が表示されます。

駐車場 障害者対応（274）
入り口・通路の対応状況（276）
案内表示（262）
階段・段差への対応（307）
車イス利用者への対応（409）
トイレへの対応（442）
設備・備品等への対応状況
（384）

バリアフリー

観光情報検索

□横浜赤レンガ倉庫
□山下公園
□清水ヶ丘公園
□ よこはまコスモ
ワールド
□横浜開港資料館
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　福祉最前線
—現場レポート—

◎�このコーナーでは県内各地の福祉関連の当事者・職能団体
等の方々から日ごろの取り組みをご寄稿いただきます。

　昨年７月に（福）神奈川県共同募金会の牧内良平会長
が、（一社）神奈川県商工会議所連合会の佐々木謙二会頭
を訪ねて来られました。用件は、「赤い羽根の共同募金
額は、平成８年度をピークに毎年減少し続け３億円も
減ってきている。一方、福祉施設等のニーズはますます
増えているので、このニーズに応えていきたい。特に、
県内の企業法人に募金協力をお願いしているが、それを
一段と強化したいので協力願いたい」と熱心にバック
アップのお願いがありました。
　この話を受けて、佐々木会頭から、「ぜひ協力体制を
つくろう」と、私ども事務局にお話がありました。そこ
で、各会議所の専務理事にお集まり願い協議した結果、
当連合会や全会議所で積極的に協力していくこととなり
ました。県共同募金会においては、「神奈川県商工会連
合会」「（一社）神奈川県経営者協会」「（一社）神奈川経済
同友会」にも同様な働きかけを行い、昨年９月に「神奈
川県共同募金会経済団体協力会」が誕生しました。
　さて、この協力会結成による具体的な効果ですが、県

共同募金会では毎年、市区町村社協に置かれた各支会を
通じて、県内企業に対し、約４万通のダイレクトメール
による法人募金への協力依頼を行っていますが、協力会
の名前が加わることにより、個々の企業法人や従業員の
募金に対する理解がより進み、募金や物品の寄贈が進む
ことが期待されています。
　ところで、今、企業活動は、社会の一機関として利益
を追求するだけでなく、その活動が社会に与える影響に
責任をもち、社会全体からの要求に対して適切な意思決
定をする「企業の社会的責任（CSR）」を果たすことが
求められています。赤い羽根の運動に協力・支援するこ
とはCSRの一つといえます。
　平成24年度ベースで、企業法人の寄附額は県全体の募
金額のわずか約5.3％と伺っています。協力会の一員と
して、ＰＲ活動に努めてまいりますが、何よりこの募金
に携わる人による地元企業に対しての積極的なお声掛け
が大切と思えますので、よろしくお願いします。

赤い羽根募金の県経済団体応援団が発足

　県内に「商工会議所法」に基づき設置され
た14の商工会議所の連絡調整と意見要望活動
を主業務に、商工会議所の中小企業支援や地
域を元気づける取り組みへの支援など幅広く
業務を行う。

〈連絡先〉☎045-671-7481  FAX045-671-7491
　　　　　　　　　URL　http://www.kanagawa-cci.or.jp

（一社）神奈川県商工会議所連合会
事務局長　　岩崎　和男
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生
活
者
と
し
て
の
外
国
人
住
民
の
増
加

　

本
県
の
外
国
人
住
民
の
状
況
を
見
る
と
、活
動
内

容
に
制
限
の
な
い
永
住
者
・
定
住
者
等
の
在
留
資
格

を
持
つ
方
た
ち
が
全
体
の
７
割
を
占
め
ま
す
。国
籍

別
で
は
「
中
国
」「
韓
国
・
朝
鮮
」「
フ
ィ
リ
ピ
ン
」の

順
に
多
く
、約
１
６
５
の
国
と
地
域
出
身
の
方
た
ち

が
生
活
し
て
い
ま
す
。（
平
成
25
年
６
月
現
在
）

　

今
回
お
話
を
伺
っ
た
鈴
木
さ
ん
の
勤
務
す
る
「
川

崎
市
ふ
れ
あ
い
館
」（
川
崎
市
川
崎
区
）は
、昭
和
63
年

に
「
日
本
人
と
在
日
外
国
人
が
、市
民
と
し
て
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
相
互
の
ふ
れ
あ
い
交
流
を
す

す
め
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
開
設
さ
れ
た
地
域
拠

点
で
す
。公
設
民
営
の
施
設
と
し
て
、（福）
青
丘
社
が
川

崎
市
よ
り
運
営
を
受
託
し
て
い
ま
す
。

　

ふ
れ
あ
い
館
の
あ
る
川
崎
区
桜
本
地
区
は
、在
日

韓
国
・
朝
鮮
人
の
方
た
ち
を
中
心
と
し
た
外
国
人
住

民
の
集
住
地
域
で
す
。住
民
ニ
ー
ズ
に
根
差
し
た
同

館
の
取
り
組
み
は
、子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
、民

族
文
化
や
母
国
語
・
日
本
語
の
識
字
な
ど
の
社
会
教

育
講
座
事
業
、高
齢
者
・
障
害
者
福
祉
事
業
、地
域
連

携
事
業
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
「
外
国
と
つ
な
が
る
人
た
ち
の
多
く
は
、つ
な
が
り

や
助
け
合
い
の
意
識
を
強
く
持
ち
な
が
ら
地
域
で
生

活
し
て
い
る
。た
だ
一
方
で
、言
葉
の
壁
や
文
化
の
違

い
か
ら
日
本
の
制
度
に
関
す
る
情
報
を
得
る
こ
と
が

難
し
く
、生
活
上
の
困
難
に
直
面
し
た
と
き
、公
的
な

支
援
の
仕
組
み
か
ら
孤
立
し
や
す
い
」と
鈴
木
さ
ん
。

言
葉
の
壁
、在
留
資
格
な
ど
の
法
的
な
壁
、差
別
や
偏

見
と
い
っ
た
心
の
壁
な
ど
、日
本
で
の
生
活
に
は
数

多
く
の
壁
が
あ
る
と
言
い
ま
す
。

 

事
例　

日
本
で
子
ど
も
を
育
て
た
い

　

日
本
人
男
性
と
結
婚
し
た
、フ
ィ
リ
ピ
ン
出
身
の

Ａ
さ
ん
。夫
か
ら
日
常
的
に
暴
力
を
ふ
る
わ
れ
て
い

ま
し
た
。離
婚
や
別
居
も
考
え
ま
し
た
が
、在
留
資
格

を
失
う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、誰
に
も
打
ち
明
け

ら
れ
ず
に
い
ま
し
た
。子
ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、夫
の

暴
力
が
子
ど
も
に
も
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、耐

え
ら
れ
な
く
な
っ
た
Ａ
さ
ん
は
、同
じ
フ
ィ
リ
ピ
ン

出
身
の
友
人
宅
に
身
を
寄
せ
ま
し
た
。

　

夫
に
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
日
中
は
な
る
べ
く
家

か
ら
出
ず
、夜
に
な
る
と
友
人
に
子
ど
も
を
預
け
、知

人
の
仕
事
の
手
伝
い
に
出
か
け
る
生
活
を
し
ば
ら
く

続
け
た
Ａ
さ
ん
。し
か
し
、安
心
し
て
子
ど
も
を
連
れ

て
住
む
こ
と
の
で
き
る
場
所
も
、外
国
人
シ
ン
グ
ル

マ
ザ
ー
と
し
て
働
く
こ
と
の
で
き
る
場
所
も
な
か
な

か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。子
ど
も
の
就
学
を
控
え
、在
留

資
格
の
更
新
期
限
も
迫
る
中
、こ
れ
以
上
は
友
人
に

も
迷
惑
を
掛
け
ら
れ
な
い
と
考
え
た
Ａ
さ
ん
は
、役

所
に
相
談
す
る
決
心
を
し
ま
し
た
。

　

日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
自
信
の
な

か
っ
た
Ａ
さ
ん
。友
人
に
通
訳
を
頼
み
、「
夫
と
離
婚

し
、子
ど
も
を
引
き
取
っ
て
日
本
で
生
活
し
た
い
」と

ワ
ー
カ
ー
に
伝
え
ま
し
た
。ど
の
よ
う
な
暴
力
が

あ
っ
た
の
か
な
ど
、ワ
ー
カ
ー
か
ら
家
庭
内
の
様
子

を
具
体
的
に
聞
か
れ
ま
し
た
が
、友
人
の
前
で
は
話

し
づ
ら
く
、Ａ
さ
ん
は
口
を
閉
ざ
し
ま
し
た
。

　
「
子
ど
も
は
、日
本
に
い
た
い
、言
い
ま
す
。私
も
、

日
本
で
、育
て
た
い
で
す
。住
む
と
こ
ろ
、仕
事
、子
ど

も
預
け
る
と
こ
ろ
、あ
り
ま
せ
ん
」

　

Ａ
さ
ん
の
言
葉
を
聞
い
た
ワ
ー
カ
ー
は
「
親
族
が

近
く
に
い
る
母
国
で
子
育
て
を
し
た
方
が
安
心
か
も

外国につながる人たちと「社会的孤立」
　現在、本県には16万人を超える外国籍の人たちが暮らしており、外国にルーツを持つ日本国
籍の人などを含めると、さらに多くの方たちが生活しています。リーマンショックや東日本大
震災発生後、外国人住民は一時減少しましたが、日本で暮らすことを選択した人も多く、定住
化の傾向は続いています。日本に生まれ育ち、仕事に就く若い世代も増えており、住まいや仕
事、子育て・教育、医療・介護など、外国につながる世帯の生活課題が顕在化してきています。
　そこで今回は「川崎市ふれあい館」職員の鈴木健さんにお話を伺い、外国とつながる人たち
の暮らしと「社会的孤立」について考えます。

「社会的孤立」とは何か 5　
連 載
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し
れ
ま
せ
ん
ね
」と
応
じ
ま
し
た
。

　
「
…
私
が
も
っ
と
我
慢
し
て
い
た
ら
、家
族
を
壊
さ

ず
に
い
た
ら
、こ
ん
な
ふ
う
に
な
ら
な
く
て
す
ん
だ

の
か
も
し
れ
な
い
。こ
れ
以
上
、同
郷
の
友
人
に
迷
惑

を
掛
け
ら
れ
な
い
し
、も
う
一
度
、夫
の
も
と
に
帰
る

し
か
な
い
の
だ
ろ
う
か
」

　

今
後
の
生
活
に
Ａ
さ
ん
は
思
い
を
は
せ
ま
し
た
。

「
伝
わ
る
」ま
で
つ
な
が
り
続
け
る
支
援

　

外
国
と
つ
な
が
る
子
ど
も
や
家
庭
の
相
談
支
援
に

携
わ
る
鈴
木
さ
ん
に
、Ａ
さ
ん
の
事
例
は
ど
の
よ
う

に
映
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
「
外
国
に
つ
な
が
る
世
帯
が
貧
困
・
孤
立
の
課
題

を
抱
え
た
と
き
、ど
う
す
れ
ば
必
要
な
支
援
に
『
つ

な
が
る
』か
、日
本
で
の
公
的
な
支
援
の
仕
組
み
が
正

確
に
『
伝
わ
る
』か
、も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
か
か
わ

り
が
大
切
だ
と
感
じ
ま
す
。

　

多
く
の
自
治
体
に
お
い
て
、日
本
で
の
暮
ら
し
に

不
慣
れ
な
人
や
、日
本
語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
に
難
し
さ
の
あ
る
人
た
ち
へ
の
情
報
提
供
は
、書

類
に
ふ
り
が
な
を
付
け
た
り
、翻
訳
を
す
る
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
す
。県
内
に
は
通
訳
者
の
派
遣
制
度
や

外
国
人
対
応
の
相
談
窓
口
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
域

も
あ
り
ま
す
が
、ま
だ
ま
だ
圧
倒
的
に
少
な
い
で
す
。

日
本
語
を
学
ぶ
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
、住
ま
い
や

仕
事
を
探
す
仕
組
み
、地
域
社
会
と
つ
な
が
る
仕
組

み
な
ど
、ど
れ
を
と
っ
て
も
不
十
分
な
状
況
が
、外
国

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な
が
り
を
強
い
も
の
に
し
て

い
る
よ
う
に
も
映
り
ま
す
。

　

暮
ら
し
に
密
着
し
た
つ
な
が
り
が
生
活
を
豊
か
に

し
て
い
る
一
方
で
、一
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
離

れ
る
と
、加
速
度
を
増
し
て
孤
立
し
て
し
ま
う
人
た

ち
も
い
ま
す
。た
と
え
ば
同
国
出
身
の
夫
婦
に
Ｄ
Ｖ

が
あ
っ
た
場
合
、『
周
囲
に
状
況
が
知
ら
れ
る
と
、ど

ち
ら
か
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
離
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
』と
、さ
ら
に
抱
え
込
ん
で
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。事
例
の
Ａ
さ
ん
よ
う
に
、深
刻
な
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受

け
て
い
た
り
、在
留
資
格
の
期
限
が
直
前
に
迫
っ
て

い
た
り
、困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
人
ほ
ど
、身

動
き
が
取
れ
な
く
な
る
ま
で
抱
え
込
ん
だ
末
に
、公

的
な
窓
口
を
訪
れ
る
こ
と
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
ん
な
と
き
、『
母
国
に
帰
っ
て
は
ど
う
か
』と
支

援
者
が
勧
め
る
場
面
に
出
会
う
の
で
す
が
、こ
ち
ら

が
考
え
て
い
る
以
上
に
相
手
を
傷
つ
け
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
。本
国
の
家
族
の
経
済
状
況
な
ど
か

ら
帰
国
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
多
い
た
め
、出

身
地
の
状
況
を
知
っ
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

ま
た
、支
援
者
の
側
か
ら
『
外
国
籍
だ
か
ら
ど
う

し
た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い
』と
い
っ
た
声
を
聞
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。来
日
し
て
か
ら
４
～
５
世
代
を

重
ね
て
き
た
方
た
ち
、外
国
生
ま
れ
日
本
育
ち
の
１
・

５
世
、２
世
な
ど
、『
外
国
と
つ
な
が
る
人
た
ち
』と
ひ

と
口
に
言
っ
て
も
、生
活
上
の
ニ
ー
ズ
は
大
き
く
異

な
り
ま
す
。外
国
に
ル
ー
ツ
の
あ
る
方
た
ち
の
相
談

に
、支
援
者
側
が
過
剰
に
不
安
を
感
じ
て
し
ま
う
こ

と
が
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。私
自
身
、相
談
に
来

ら
れ
る
方
の
母
国
語
に
通
じ
て
い
な
い
こ
と
も
多

く
、片
言
の
日
本
語
を
じ
っ
く
り
聞
い
て
、時
間
を
掛

け
て
相
手
の
気
持
ち
を
確
か
め
、相
手
に
伝
わ
る
言

葉
で
説
明
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
。経
験
や

訓
練
が
必
要
な
こ
と
も
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、基

本
的
な
相
談
支
援
の
姿
勢
に
大
き
な
違
い
は
な
い
と

思
い
ま
す
。意
外
に
、支
援
者
側
が
つ
く
っ
て
し
ま
う

『
心
の
壁
』も
あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

共
に
生
き
る 

共
に
創
る

　

高
校
無
償
化
を
巡
る
外
国
人
学
校
で
学
ぶ
子
ど
も

た
ち
の
教
育
保
障
や
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
問
題
な

ど
、出
身
国
の
政
治
的
問
題
や
日
本
と
の
外
交
関
係

の
影
響
を
受
け
た
、地
域
社
会
で
の
差
別
・
排
除
の

課
題
は
い
ま
だ
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
「
外
国
人
住
民
に
対
し
て
、地
域
の
眼
差
し
が
必
ず

し
も
温
か
い
も
の
で
は
な
い
場
合
も
あ
る
。私
た
ち

支
援
者
も
、集
団
に
な
じ
み
づ
ら
い
相
談
者
を
前
に
、

そ
う
し
た
雰
囲
気
に
飲
み
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

一
歩
引
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、あ
ら
た
め
て
本
人
を
見

つ
め
て
み
る
と
、日
本
人
と
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
孤

立
の
課
題
が
見
え
て
く
る
は
ず
」

　

鈴
木
さ
ん
の
実
践
は
、「
地
域
に
暮
ら
す
人
た
ち

が
、誰
も
が
そ
の
人
ら
し
く
輝
い
て
生
き
て
い
く
こ

と
を
支
え
て
い
く
」と
い
う
相
談
援
助
の
原
点
を
伝

え
て
い
ま
す
。

�

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

「社会的孤立」とは何か 5　

「『誰もが共に生きることのできる地域づく
り』という大きな目標を忘れずにいたい」
と鈴木さん

◆（福）青丘社  川崎市ふれあい館
　川崎市川崎区桜本１－５－６
　☎044-27６-4800　FAX044-287-204５
　URL　http://www.seikyu-sha.com/



本会会長賞（小学生の部）の浅野さん
（上）、本会会長賞（中学生の部）新井佑
里恵さん（厚木市立荻野中学校２年生）

県知事賞を受賞し、朗読する折谷穂音子さ
ん（右：横浜市立都筑小学校１年生）と渡部
将弘さん（左：秦野市立鶴巻中学校３年生）
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１
月
18
日
に　
第
37
回

神
奈
川
県
福
祉
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
（
共
催
：
県
共
同

募
金
会
、
後
援
：
県
、県・

市
町
村
教
育
委
員
会
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
横
浜
放
送
局
、
神
奈

川
新
聞
社
、
テ
レ
ビ
神
奈
川
、
日
揮
社
会

福
祉
財
団
）の
表
彰
式
を
県
社
会
福
祉
会

館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
子
ど
も

た
ち
に
「
と
も
に
生
き
る
福
祉
社
会
」
に

つ
い
て
考
え
、
学
校
で
の
生
活
や
日
々
の
暮

ら
し
の
中
で
、「
お
も
い
や
り
」
や
「
た
す

け
あ
い
」
の
心
を
育
ん
で
ほ
し
い
と
毎
年

開
催
し
て
い
る
も
の
で
、本
年
は
県
内
の
小・

中
学
生
合
わ
せ
て
、
２
５
４
校
か
ら
９
３

９
６
編
の
応
募
が
あ
り
、
地
区
審
査
か
ら

県
一
次
審
査
、
県
最
終
審
査
会
で
選
考
さ

れ
、
優
秀
賞
16
編
、
準
優
秀
賞
20
編
、
佳

作
20
編
、合
計
56
作
品
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
審
査
委
員
長
の
嶋
田
充
郎
さ
ん（
テ
レ

ビ
神
奈
川
）か
ら
は
「
高
齢
者
や
障
害
者

と
の
か
か
わ
り
、
福
祉
制
度
の
あ
り
方
ま

で
、
幅
広
い
テ
ー
マ
で
作
文
が
応
募
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
す
。
将
来

を
背
負
っ
て
い
く
世
代
が
、
福
祉
に
つ
い

て
考
え
、
文
章
に
す
る
過
程
を
経
験
す
る

こ
と
は
大
変
重
要
な
こ
と
。
今
回
の
作
文

に
向
き
合
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も
常

に
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
日
本
、
そ
し
て
世
界
の
将
来
は
明

る
く
開
か
れ
て
い
き
ま
す
」
と
講
評
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
本
紙
で
は
全
応
募
作
品
を
代
表
し
て
、

本
会
会
長
賞（
小
学
生
の
部
）を
受
賞
し

た
、
大
磯
町
立
大
磯
小
学
校
５
年
・
浅
野

遥
さ
ん
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。

 

（
地
域
福
祉
推
進
担
当
）

自
ら
の
体
験
や
感
じ
た
こ
と
か
ら

　
〜
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催
報
告

県社協の
ひ ろ ばひ ろ ば

県社協の

　
私
に
は
、
弟
が
い
ま
す
。
弟
の
名
前
は
陽
介
で
、
ダ
ウ
ン
症
で
す
。
ダ
ウ
ン
症
と
は
、
ダ

ウ
ン
と
い
う
名
前
の
眼
科
の
お
医
者
さ
ん
が
み
つ
け
た
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
能
力
が
低
下

す
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
陽
介
は
、
他
の
子
よ
り
体
が
や
わ
ら
か
か
っ
た
り
、
な
か
な

か
う
ま
く
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
け
れ
ど
、と
て
も
か
わ
い
く
て
、人
な
つ
っ
こ
く
て
、

と
て
も
優
し
い
で
す
。
こ
の
前
も
、
私
が
お
母
さ
ん
に
し
か
ら
れ
て
へ
こ
ん
で
い
た
ら
、
陽

介
が
、「
だ
い
ど
ー
ぶ
？
」
と
言
っ
て
、
自
分
は
悪
く
な
い
の
に
、「
ご
め
ん
ね
」
と
言
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
に
し
か
ら
れ
て
も
、
私
が
へ
こ
ん
で
い
な
か
っ
た
ら
、

陽
介
も
一
緒
に
な
っ
て
「
だ
め
で
し
ょ
」
と
し
か
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、陽
介
に
は
、

良
い
所
も
悪
い
所
も
あ
り
ま
す
。
で
も
、
そ
れ
は
障
が
い
の
な
い
人
で
も
同
じ
で
す
。

　
で
も
、
陽
介
の
こ
と
や
ダ
ウ
ン
症
の
こ
と
を
全
く
知
ら
な
い
人
が
陽
介
を
見
た
ら
、
ど
う

思
う
で
し
ょ
う
か
。
き
っ
と
、
ず
い
ぶ
ん
小
さ
い
な
あ
と
か
、
ど
う
し
て
ち
ゃ
ん
と
し
ゃ
べ

れ
な
い
ん
だ
ろ
う
と
か
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て
、
陽
介
が
ダ
ウ
ン
症
だ
と

知
っ
た
と
き
、
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
う
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
け
れ
ど
、
陽
介
や
他
の

障
が
い
の
あ
る
子
は
、
決
し
て
自
分
で
自
分
の
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
は
思
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
が
、
自
分
の
短
所
を
考
え
た
時
に
自
分
が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
わ
な
い
の
と
同
じ
で

す
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
に
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
っ
て
ほ
し
く
な
い
の

で
す
。

　
そ
れ
よ
り
も
、
障
が
い
の
あ
る
子
が
何
か
が
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
障
が
い
が
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
、
す
べ
て
代
わ
り
に
し
て
あ
げ
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
子
自
身
の
力
で
で
き
る

よ
う
に
な
る
よ
う
に
手
助
け
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、障
が
い
が
あ
っ
て
も
、

が
ん
ば
れ
ば
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
は
と
っ
て
も
多
い
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
障
が
い
の

あ
る
子
が
、
何
か
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
そ
の
子
は
と
っ
て
も
喜
ぶ
の
で
、
そ
れ
を
見
て

い
る
と
自
分
も
嬉
し
く
な
り
ま
す
。
そ
の
子
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
手
伝
っ
て
い
れ

ば
、
な
お
さ
ら
で
す
。
私
も
、
陽
介
が
何
か
新
し
い
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ
う
に
手

伝
っ
て
い
ま
す
。例
え
ば
、ズ
ボ
ン
の
前
後
を
確
認
し
て
は
く
よ
う
に
教
え
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
違
い
は
少
し
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
み
ん
な
で
一

緒
に
遊
ん
だ
り
、少
し
手
伝
っ
た
り
し
て
仲
良
く
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
し
た
ら
、も
っ

と
楽
し
く
な
る
と
思
い
ま
す
。

優
秀
賞　
　
神
奈
川
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

大
磯
町
立
大
磯
小
学
校　
５
年　
　
浅
野　
遥

か
わ
い
そ
う
じ
ゃ
な
い
よ
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－社会福祉施設の設計監理－
株式
会社安江設計研究所
東京都港区高輪 2 －19－17－808
Te l  0 3（3449）1771㈹／ Fax  0 3（3449）1772
E‒Mail yasue@yasue-sekkei .co.jp
URL http://www.yasue-sekk ei.co.jp/

新築・増築・改修の他、耐震診断・建物定期報告・
アスベスト調査等お気軽にご相談ください

本会主催 「第10回地域福祉推
進を考えるセミナー」のご案内
◇ テーマ＝アルコール依存症の回復
への道のり
◇ 日時＝３月14日（金）午後１時～４
時（午後０時30分開場）
◇会場＝県社会福祉会館２階 講堂
◇ 対象＝社会福祉施設職員、民生委
員児童委員、社会福祉協議会役職
員、行政職員、NPO・ボランティ
ア関係者、その他関心のある方
◇定員＝200名（事前申込制・先着順）
◇申込締切＝３月７日（金）
◇ 問合先＝社会福祉施設・団体担当
　☎045-311-1424 FAX045-313-0737
　E-mail sisetu@knsyk.jp
　URL http://www.knsyk.jp

フォーラム「多文化共生の地
域づくり」のご案内
◇テーマ＝外国人集住地域の実践
◇ 日時＝３月９日（日）午後１時30分
～５時（午後１時受付開始）
◇ 会場＝神奈川韓国会館７階 ホー
ル（横浜市神奈川区）
◇対象＝関心のある方
◇ 申込方法＝名前・連絡先・所属を
明記の上、ファクスまたはメール
◇申込締切＝３月７日（金）
◇ 問合先＝（公財）かながわ国際交流
財団 多文化共生・協働推進課
　☎045-620-0011 FAX045-620-0025
　E-mail tabunka@k-i-a.or.jp
　URL http://www.k-i-a.or.jp/

かながわアフターケア勉強会
シンポジウムのご案内
◇ テーマ＝アフターケアの保障を実
現させるために～児童養護施設等

の取り組みと求められるアフター
ケア

◇ 日時＝３月15日（土）午後２時～５
時

◇ 会場＝県社会福祉会館４階 第１・
第２研修室

◇対象＝関心のある方
◇定員＝100名(事前申込制・先着順)
◇ 申込方法＝名前・連絡先・所属を
明記の上、ファクスまたはメール

◇申込締切＝３月８日(土)
◇ 問合先＝かながわアフターケア勉
強会事務局（自立援助ホーム湘南
つばさの家／担当：前川）

　☎/FAX 0467-58-6260
　 E-mail shonan-tsubasa@
marble.ocn.ne.jp

寄附金品ありがとうございました
【一般寄附金】広瀬公子
【子ども福祉基金】佐藤和成、神奈川
県職員退職者会（かもめ会）
【ともしび基金】脇隆志、大輪二男、
（福）箱根町社協、中島湯、（福）日本
医療伝道会総合病院衣笠病院
 （合計1,304,411円）
【寄附物品】神奈川県定年問題研究
会、大妻同窓会神奈川
 （いずれも順不同、敬称略）

子ども福祉基金へご寄附いただき、神奈川県
職員退職者会（かもめ会）小宮久雄副代表幹事
（中央）、清水勇輔副代表幹事（左より２番目）、
高木信幸副代表幹事（左）へ感謝状を贈呈

（株）小田原ジムキ・山田克己取締役会長よ
り交通遺児援護基金へ25年にわたってご
寄附をいただき、感謝状を贈呈

神奈川県教職員組合よりともしび基金へ
ご寄附いただき、芹沢秀行執行委員長
（右）へ感謝状を贈呈

　新卒保育士の方はもとより、保育士資
格を持ちながら就業していない潜在保育
士の方を対象に、登録者への保育所の求
人情報の提供、就職のあっせんを行うほ
か、求職者に適した就職先の情報提供や
相談に応じ、就職・復職を応援します。

【問合先】
かながわ保育士・保育所支援センター
　☎045-312-4816 FAX045-313-4590
　E-mail　hoiku_jinzai@knsyk.jp

「かながわ保育士・保育所支援セ
ンター」をオープンしました！

◆開設日　平成26年１月24日（金）
◆場所　かながわ福祉人材センター内
　　　　（かながわ県民センター13階）
◆開所時間
　　毎日　午前９時～午後５時15分
　　（年末年始・休館日を除く）
　　 ※日曜日・祝日は資料閲覧のみ
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ご意見・ご感想をお待ちしています！

　
本
年
１
〜
３
月
の
間
、
県
共
同
募
金

会
で
は「
地
元
企
業
と
の
協
働
」を
テ
ー

マ
に
、
共
同
募
金
運
動
の
期
間
を
拡
大

し
て
い
ま
す
。【
関
連
記
事
７
面
】

　
同
会
の
協
働
活
動
の
一
つ
、
㈱
フ
ァ
ン

ケ
ル
は
、
創
業
当
時
よ
り
「
社
会
へ
の
貢

献
」
を
企
業
精
神
に
位
置
づ
け
、「
地
域

と
の
つ
な
が
り
、
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
を

持
つ
方
々
と
の
交
流
」
を
方
針
と
し
た

社
会
貢
献
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
表
紙
取
材
で
伺
っ
た

〝
フ
ァ
ン
ケ
ル
セ
ミ
ナ
ー
〞
は
、ス
タ
ー

ト
か
ら
25
年
を
数
え
る
活
動
で
、
現
在

は
特
例
子
会
社
「
㈱
フ
ァ
ン
ケ
ル
ス
マ

イ
ル
」
が
、化
粧
道
具
の
洗
浄
、梱
包・

発
送
作
業
な
ど
の
役
割
を
担
い
、
セ
ミ

企
業
が
取
り
組
む
社
会
貢
献
活
動
の
視
点

㈱
フ
ァ
ン
ケ
ル
／
三
菱
電
機
㈱

①②特別支援学校３年生対象「ファン
ケル身だしなみ講座」の様子
③㈱ファンケルの臼杵さん（左）と表紙の
橋本さん

④三菱電機㈱の細合さん

①

②
③

④

こ
の
基
金
。
本
県
に
お
い
て
も
、
家
財

を
持
た
ず
に
緊
急
入
所
す
る
方
た
ち
の

一
時
的
な
住
ま
い
と
な
る
母
子
生
活
支

援
施
設
、
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や

児
童
養
護
施
設
等
に
家
電
製
品
等
が
多

数
寄
贈
さ
れ
、
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握
や

寄
附
先
の
紹
介
な
ど
に
つ
い
て
、
共
同

募
金
会
と
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
寄
附
物
品
の
贈
呈
式
で
児
童
養
護

施
設
を
訪
れ
た
際
に
『
社
員
の
皆
さ
ん

と
子
ど
も
た
ち
の
触
れ
合
う
場
を
つ
く

る
こ
と
が
で
き
た
ら
』
と
い
う
話
を
聞

い
た
。こ
の
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
仲

介
の
も
と
、
３
年
前
か
ら
毎
年
、
児
童

養
護
施
設
や
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
の
子
ど

も
た
ち
を
招
待
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
る
」
と
、
同
社
神
奈
川
支
社
総

務
部
総
務
課
の
細
合
秀
寛
さ
ん
。

　
「
今
後
も
基
金
を
通
じ
た
つ
な
が
り

を
大
切
に
、
地
域
ニ
ー
ズ
を
社
員
が
体

感
で
き
る
場
や
気
軽
に
参
加
で
き
る
場

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
」と
語
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
企
業
の
強
み
を
生
か

し
、
地
域
ニ
ー
ズ
と
つ
な
が
る
社
会
貢

献
事
業
担
当
の
皆
さ
ん
。
私
た
ち
福
祉

関
係
者
に
は
、
今
ま
で
以
上
に
、
ニ
ー

ズ
を
伝
え
る
力
・
地
域
を
巻
き
込
む
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 

（
企
画
調
整
・
情
報
提
供
担
当
）

ナ
ー
運
営
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
と
の
協
働
活
動
は
も
ち
ろ
ん
、

働
く
仲
間
と
し
て
社
員
間
の
交
流
を
深

め
、『
共
に
生
き
る
』
と
い
う
本
来
の

姿
に
会
社
を
近
づ
け
た
い
」
と
、
同
社

Ｃ
Ｓ
Ｒ
推
進
事
務
局
局
長
の
臼
杵
ひ
ろ

み
さ
ん
。
会
社
全
体
で
社
会
貢
献
活
動

を
進
め
る
姿
勢
を
力
強
く
語
り
ま
す
。

　
一
方
、
三
菱
電
機
㈱
で
は
、
平
成
４

年
に
創
設
し
た
〝
三
菱
電
機
Ｓ
Ｏ
Ｃ
Ｉ

Ｏ-
Ｒ
Ｏ
Ｏ
Ｔ
Ｓ（
ソ
シ
オ
ル
ー
ツ
）基

金
〞
を
柱
に
、
社
会
福
祉
分
野
の
寄
附

活
動
を
全
国
展
開
し
て
い
ま
す
。
社
員

か
ら
の
寄
附
金
と
同
額
を
会
社
が
上
乗

せ
し
、「
行
政
の
手
が
届
き
づ
ら
い
社

会
福
祉
施
設
・
団
体
」
に
寄
附
を
行
う

◆（株）ファンケル ＣＳＲ推進事務局
　☎045-226-1549　FAX045-226-1203
◆三菱電機（株）総務部社会貢献推進課
　☎03-3218-9296　FAX03-3218-9210
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